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ま
ち
づ
く
り
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

村
上
市
民
憲
章
制
定

　

平
成
25
年
12
月
18
日
、
村
上
市

議
会
12
月
定
例
会
で
、
村
上
市
民

憲
章
が
議
決
さ
れ
、
同
日
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
民
憲
章
は
、
平
成
20
年
４
月

１
日
に
５
市
町
村
が
合
併
し
、
新

生
「
村
上
市
」
と
し
て
新
市
が
誕

生
し
て
か
ら
市
政
５
周
年
と
な
る

今
年
度
に
お
い
て
、
市
民
の
一
体

感
の
更
な
る
醸
成
と
村
上
市
民
の

ま
ち
づ
く
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
民
憲
章
文
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
た

村
上
市
市
民
憲
章
等
審
議
会
で

「
市
民
の
一
体
感
を
高
め
る
市
民

憲
章
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
ふ

さ
わ
し
い
か
」「
す
べ
て
の
市
民

に
受
け
入
れ
ら
れ
、
永
く
唱
和
さ

れ
る
も
の
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
」
と
い
う
点
を
中
心
に
原
案
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。

（前文）
若葉薫る木々
清らかなせせらぎ
稲穂わたる風
夕日きらめく波

私たちのふるさとは　自然に恵まれた美しいまちです
人々は　豊かな心と文化を育みながら　歴史を重ねてきました
私たちは　村上市民であることに誇りを持ち　誰もが輝ける明

あ し た

日に向けて
ここに市民憲章を定めます

（唱和文）
はぐくもう　愛と思いやりのこころを
つくろう　　創意に満ちた明るい未来を
ひろげよう　伝統と文化　学びのすばらしさを
私たちは　元気あふれるまちを目指します

村上市民憲章
平成25年12月18日制定

私たちのふるさとは

●問い合わせ

　政策推進課企画政策室

　☎53－2111（内線531〜533）

まちです美しい
村上市民憲章制定
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◆
い
つ
ま
で
も
唱
和
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
し
て

　

市
民
憲
章
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
誰
か
ら
も
わ
か
り
や
す
く
覚
え

や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、

い
つ
ま
で
も
唱
和
さ
れ
て
い
く
も
の

で
あ
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と

い
う
思
い
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
つ
く

り
ま
し
た
。

◆
村
上
市
民
の
一
体
感
を
つ
く
る

　

広
大
な
面
積
を
有
す
る
村
上
市
。

そ
れ
ゆ
え
、
一
人
ひ
と
り
が
思
う
ふ

る
さ
と
は
違
い
ま
す
。
し
か
し
、
市

民
憲
章
を
と
お
し
て
一
人
ひ
と
り
が

ふ
る
さ
と
村
上
市
の
風
景
を
思
い
描

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
誰
に

と
っ
て
も
村
上
市
の
象
徴
で
あ
り
、

一
体
感
の
醸
成
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
考
え
で
市
民
憲
章
を

つ
く
り
ま
し
た
。

◆
自
然
、
文
化
、
産
業
、
歴
史
、
そ

し
て
、
先
人
へ
の
感
謝

　

村
上
市
は
、
特
徴
的
な
「
自
然
」

「
文
化
」「
歴
史
」
を
持
ち
、
そ
れ
ら

は
市
民
と
し
て
心
か
ら
誇
れ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、「
産
業
へ
の
応
援
」「
子

ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
ど

伝
え
た
い
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
を
入
れ
る
こ
と
は

「
わ
か
り
や
す
く
、
覚
え
や
す
い
」

こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
一
つ

の
言
葉
に
た
く
さ
ん
の
思
い
を
込
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◆
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
新
市
に

「
期
待
」
を
込
め
て

　

村
上
市
民
憲
章
は
、
ス
タ
イ
ル
的

に
も
合
併
前
の
市
町
村
の
も
の
と
比

べ
、
新
鮮
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
自
然
豊
か
な
村
上
市
を
冒
頭
に

詩
の
よ
う
に
表
現
し
た
り
、
後
段
に

は
倒
置
法
を
用
い
、
唱
和
の
し
や
す

さ
を
考
慮
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
新
市
に
対
す
る
「
新
し
さ
」

や
「
変
化
」
に
よ
る
市
の
発
展
に
「
期

待
」
を
込
め
た
も
の
で
、
他
に
は
な

い
新
し
い
ス
タ
イ
ル
に
し
よ
う
と
い

う
考
え
か
ら
生
ま
れ
た
文
章
で
す
。

◆�

村
上
市
民
憲
章
に
込
め
ら
れ
た
思
い

や
解
説
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
シ

リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

村
上
市
民
憲
章
に
思
い
を
込
め
て

村
上
市
市
民
憲
章
等
審
議
会

　

ふ
る
さ
と
の
山
々
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

思
い
描
く
こ
と
の
で
き
る
ふ
る
さ
と
の
山
や
森
、
草
花

な
ど
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
く
表
現
し
て
い
ま
す
。

清らかなせせらぎ
　ふるさとの川を表現して

います。市には大小さまざま

な川が流れています。田を潤

す小川も含めて、ふるさとの

川のせせらぎを表現していま

す。

夕日きらめく波
　村上市が有する海岸線と日本海を表現し

ています。光り輝く海、厳しく荒々しい海、そ

れぞれかけがえのないふるさとの海です。特

に、穏やかで美しい夕日輝く海は、村上市を

代表する風景です。

若
葉
薫
る
木
々

稲穂わたる風
　村上市のどの地域

でも見られる水田

は、見わたす限り広

いところもあれば、

棚田のようなところ

もあります。稲をゆ

らして通り抜けてい

く風をイメージして

います。

故ふ
る
さ
と郷
の風

景
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●
問
い
合
わ
せ

　
所
得
税
に
関
す
る
こ
と

　

村
上
税
務
署　

☎
53
‐
３
１
４
１

　
市
・
県
民
税
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
市
民
税
係　

☎
53
‐
２
１
１
１

　

（
内
線
２
２
１
・
２
２
２
）

　
期
間
中
は
、
申
告
会
場
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
が
行
え
る
よ
う
、

事
前
に
必
要
書
類
を
整
理
し
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

■
確
定
申
告
が
必
要
な
人

　

次
の
各
項
目
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

納
付
す
る
税
額
が
な
い
場
合
な
ど
は
確
定
申

告
は
不
要
で
す
。

【
給
与
所
得
者
】

○
昨
年
中
の
給
与
の
収
入
額
が
２
千
万
円
を

超
え
る
人

○
給
与
の
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

○
給
与
の
年
末
調
整
を
受
け
た
人
で

　

・
給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
を
超
え
る
所

得
が
あ
る
人
（
農
業
、
不
動
産
な
ど
）

　

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、

年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入

金
額
と
そ
の
他
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
20
万
円
を
超
え
る
人

【
年
金
所
得
者
】

○
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え

る
人

○
公
的
年
金
の
収
入
が
４
０
０
万
円
を
超
え

る
人

【
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
人
】

○
事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
）
や
不
動
産
所

得
な
ど
が
あ
る
人
で
、
昨
年
中
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
そ
の
他
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

○
土
地
や
建
物
な
ど
の
売
却
に
よ
る
所
得
が

あ
る
人

※
確
定
申
告
が
不
要
な
人
で
も
申
告
に
よ
り

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
は
、
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
申
告
の
際
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、
市
報

１
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
確
定
申
告
は
、
便
利
な
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（
電

子
申
告
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

確
定
申
告
書
を
作
成
・
提
出
（
送
信
）
で
き

る
し
く
み
で
す
。

　

主
に
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

○�

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
書

類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
で
き
ま
す
。

○�

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
す
る
と
還
付
に
係

る
処
理
が
早
期
に
行
わ
れ
る
た
め
、
還
付

金
を
早
く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○�

申
告
期
間
中
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
都
合

の
良
い
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。（
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
時
間
を
除
く
）

※
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

　

・
利
用
環
境
の
確
認

　

・
電
子
証
明
書
付
住
基
カ
ー
ド
の
取
得

　

・
電
子
証
明
書
の
登
録
・
再
登
録

　

・
IC
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
購
入
が
必
要
で
す
。

２
月
17
日
㈪
〜
３
月
17
日
㈪

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す

詳しくは、e－Taxホーム
ページをごらんください。

http://www.e-tax.nta.go.jp

税理士事務所における還付申告無料相談
　関東信越税理士会村上支部では、下記の日程で還付申告無料相談を行います。
　（事前に予約が必要です）
　対象：年の途中に退職した人、医療費控除を受ける人（給与所得者・年金所得者のみ）

２月６日㈭� � 宍戸由喜夫　税理士事務所� 岩船横新町２－2� ☎56－7708
� 瀬賀　　良　税理士事務所� 福田349� ☎66－5128
� 伊藤三五郎　税理士事務所� 関川村下関12－２� ☎64－1486
� 野本　恒夫　税理士事務所� 田端町13－19� ☎53－7775
２月７日㈮� � 鈴木　信嘉　税理士事務所� 羽黒口10－31� ☎52－3326
� 村山　　誠　税理士事務所� 山居町二丁目５－26� ☎53－2620
� 金子　　謙　税理士事務所� 堀片３－29� ☎53－2218
� 種部　義秋　税理士事務所� 上片町２－22� ☎53－0366
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▲▲
円

○○円
△△
円

□□
円

■■円
●●円

平成26年
１月1日現
在村上市に
住所がある申告の

必要はありません

申告の
必要はありません

申告をしてください

申告をしてください
※申告の内容によっ
ては、確定申告が
必要な場合もあり
ます

所得税の
確定申告をした

給与または
公的年金の
収入だけ 平成25年

中に収入が
ある（※）

支払者から村上
市へ給与（年金）
支払報告書がす
べて提出されてい
る
※報告書提出の
確認は支払者
にお願いします

医療費控除や生
命保険料控除な
ど、控除を追加
する

国民健康保険、後期高齢者医療
保険、介護保険に加入している

遺族年金などの非課税年
金を受給している

所得・課税証明が必要

はい いいえ ここから
市
・
県
民
税
の
申
告

■
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

　

左
図
に
あ
る
設
問
に
答
え
、
ど
ち
ら
か
の

矢
印
の
方
へ
進
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
場
合
、
前
ペ
ー
ジ
の
「
■
確
定
申
告

が
必
要
な
人
」
で
な
く
と
も
、「
申
告
し
て
く

事
前
に
資
料
の
整
理
を

　

混
雑
緩
和
の
た
め
、
次
の
資
料
を
あ
ら
か

じ
め
作
成
し
て
申
告
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
収
支
内
訳
書
】

　

営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不
動
産

所
得
を
申
告
す
る
場
合
は
、
収
支
内
訳
書
を

作
成
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
左
図
を
参
照

【
医
療
費
の
内
訳
】

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支
払
っ
た

医
療
費
の
合
計
額
を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ

い
。
医
療
費
の
領
収
書
は
、
当
日
、
内
容
を

確
認
し
ま
す
の
で
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
」
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・
県
民
税

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
年
金
収
入
が
あ
り
、
確
定
申
告
の

必
要
が
な
い
人
は
、
こ
の
申
告
を
し
な
い
と
、

市
・
県
民
税
が
増
額
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
65
歳
以
上
で
１
４
８
万
円
以

上
、
65
歳
未
満
で
98
万
円
以
上
の
年
金
収
入

が
あ
る
人
は
、
追
加
す
る
控
除
（
生
命
保
険
・

扶
養
な
ど
）
が
な
い
か
、
い
ま
一
度
、
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。

収支内訳書の作成方法

領収書などは、

項目ごとに分類・集計して

収支内訳書に記載

　受け付けの順番がきても事前

資料が作成されていない場合は、

会場で資料作成をしていただき、

再度お待ちいただくことになり

ます。

　申告会場での待ち時間を減ら

すため、皆さまのご理解とご協

力をお願いいたします。

申告は

おはやめに

※�遺族年金や失業給付などの
非課税所得は除きます

△△円 ○○円
売上など
収入合計△△円

光熱費○円、修理費□円
経費合計○○円

※�様式は、税務署および
市税務課・各支所市
民生活課にあります。
また、税務署および市
ホームページからダ
ウンロードできます
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●
問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
都
市
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
０
９
）

村
上
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　「
村
上
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」の
策
定
に
際
し
、日
常
生
活
に
お

け
る
村
上
駅
の
利
用
状
況
や
駅
周
辺
の
課
題
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
一
部
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
し
い
集
計
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○調査期間　　平成25年11月１日〜12月６日
○調査対象など

調査対象 配布数 回答数 回収率 調査方法

①20才以上の市民
（②を除く無作為抽出）

3,000
通

1,350
通

45.0
％

郵送による配布、回収

②村上駅周辺居住者
1,052
通

568
通

54.0
％

郵送による配布、回収

③村上駅周辺の高校生
（村上高校、村上桜ヶ丘高校、

　村上中等教育学校）

403
通

403
通

100.0
％

学校内で配布、回収

④村上駅利用者
580
通

209
通

36.0
％

駅で配布、郵送による回収

○調査内容
　⑴　村上駅周辺地区の利用状況について
　⑵　現在の村上駅および駅前地区について
　⑶　村上駅の西側について

調査の概要

0%

6.6%

13.2%

41.7%

12.0% 14.3% 36.4% 21.5% 13.9% 1.9%

12.9% 18.1% 7.7% 19.6%

17.1% 29.0% 20.8% 17.8% 2.1%

10.0% 22.2% 26.4% 30.7% 4.1%

ほぼ毎日
ほとんど利用しない その他
１週間に数回 １カ月に数回

年に数回

20% 40% 60% 80% 100%

一般市民

駅周辺居住者

高校生

駅利用者

0%

5.8%

9.1%

41.8% 13.5% 11.5% 12.0% 21.2%

10.2% 61.5% 5.0%
6.9%
7.3%

21.0% 39.1% 8.8%8.8% 16.5%

通勤・通学
家族などの送迎 その他

通院 買物・飲食
その他施設の利用

20% 40% 60% 80% 100%

一般市民

駅周辺居住者

駅利用者

●�JR村上駅を利用する以外で村上駅前地区をど
のくらいの頻度で利用しますか

●�村上駅周辺地区を利用する際の主な目的は何
ですか

●�村上駅西側地区をどのくらいの頻度で利用しま
すか

　月に数回以上利用しているのは、高校生が約73%
で最も多く、次いで駅利用者が約63%、駅周辺居住
者が約59%、一般市民は約38%でした。

　一般市民は「買物・飲食」（約39%）と通院
（21%）、駅周辺居住者は「買物・飲食」（約62%）、
駅利用者は「通勤・通学」（約42%）でした。

　月に数回以上利用しているのは、駅周辺居
住者が約88%で最も多く、次いで一般市民が約
41%、高校生と駅利用者約35%でした。

0%

5.3%

41.9%

6.4%

7.7% 10.0% 16.7% 19.6% 36.9% 9.1%

11.7% 16.6% 9.7% 52.6% 3.0%

34.7% 10.6%
4.9%
5.8% 2.1%

14.6% 21.0% 21.8% 33.2% 4.1%

ほぼ毎日
ほとんど利用しない その他
１週間に数回 １カ月に数回

年に数回

20% 40% 60% 80% 100%

一般市民

駅周辺居住者

高校生

駅利用者
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（件）0

115299352814

507 207 169 72

84

5977204451

441 134 53
31

139227499

一般市民 駅周辺居住者 高校生
駅利用者 （上位５位）

400 800 1200 1600

買い物や飲食をする機能

公共交通（鉄道・バスなど）の利便性

市民や来訪者が憩い安らぐ場

来訪者のための場

医療を受ける場

0%

31.9%

25.9%

34.7% 41.2%

15.4% 66.8% 8.7%
5.3%

3.8%

6.5% 15.4% 2.2%

50.2% 8.5% 10.6% 4.8%

45.9% 6.2%12.3% 3.7%

駐車場でよい 多目的広場・緑地 その他
わからない

20% 40% 60% 80% 100%

一般市民

駅周辺居住者

高校生

駅利用者

無回答

●�にぎわいのあるまちにするために、今後担うべき機能
は何だと思いますか（３つまで選択）

●�駅西側に駅の機能を設ける場合、どのような機能が必
要だと思いますか（あてはまるものすべて選択）

●�旧ジャスコ跡地について、将来的にどのような利用が
望ましいと思いますか

●�村上総合病院は移転する計画があります。市では移転後の跡地を統
合保育園としての利用を考えていますが、それ以外でどのような利
用が望ましいと思いますか（統合保育園以外で２つまで選択）

●�駅および駅前地区を活性化するために施設整備以外でど
のような取り組みが必要だと思いますか（３つまで選択）

　すべての調査対象で「買い物や飲食をする機能」が最も
多く、次いで「公共交通の利便性」、「市民や来訪者が憩い
安らぐ場」が多い結果となりました。

　すべての調査対象でほとんど差がなく、「トイレ」、「駐
車場」、「自動車の乗降スペース」が多い結果となりまし
た。

　今回の調査結果は、今後のまちづくりを進める上での資料として、村上駅周辺まちづくりプラン等策定委員会
の審議などで参考にして、計画づくりに役立てていきます。

○村上駅は村上の玄関です。観光客も村上住民もワクワクを感じる所にして欲しい。
○�駅西側に村上総合病院が移転すると駅前が寂れてしまう事が懸念されるため、駅周辺地区が一体となった魅
力的なまちづくりにして欲しいと思います。
○将来にわたって、若者が定住したくなるような空間が必要です。

　すべての調査対象で「多目的広場・緑地」が最も多く、
次いで「駐車場でよい」という結果となりました。

　一般市民と駅周辺居住者は「社会福祉施設」と「商業施
設」が多く、高校生と駅利用者は「商業施設」と「公園・広
場」が多い結果となりました。

　一般市民、駅周辺居住者とも「定期的な買い物・飲食等の
イベント開催」が最も多く、次いで「空き地や空き店舗等の積
極活用」、「観光イベントの開催」が多い結果となりました。

（件）0

4189179469

379 176 116 58

44

61107133268

264 133 3338

92138329

一般市民 駅周辺居住者 高校生
駅利用者 （上位５位）

200 400 600 800

社会福祉施設

商業施設

文化・交流施設

公園・広場

観光交流施設

（件）0

303693

666 281

166375

210 108

242527

一般市民 駅周辺居住者 （上位５位）

300 600 900 1200

定期的な買い物・
飲食等のイベント開催
空き地や空き店舗
等の積極活用

観光イベントの開催

公共交通の充実

段差解消や点字ブロック
設置などのバリアフリー対策

（件）0

152234427992

1028 429 183 126

101

105178376888

825 372 110 99

167414959

一般市民 駅周辺居住者 高校生
駅利用者 （上位５位）

500 1000 1500 2000

トイレ

駐車場

自動車の乗降スペース

路線バスの乗降場

タクシーの乗降場

※一部の意見のみ掲載しています
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新春文芸
入選作品発表

特　
選

暮
れ
内
に
磨
き
上
げ
た
る
大
や
か
ん
ま
ず
湯
を
沸
か
す
元あ

旦さ

の
厨
に

	

鈴
木
　
正
子

【
選
評
】
具
体
的
な
描
写
、「
ま
ず
」
に
集
約
さ
れ
る
か
い
が
い
し
さ
が
目
に
浮
か
ぶ
。

佳　
作

百
年
の
梁
よ
り
下
が
る
塩
引
き
は
背
に
初
日
受
け
き
ら
り
と
光
る

	

萩
原
　
智
子

【
選
評
】「
き
ら
り
」
に
上
等
な
塩
引
き
が
、百
年
の
梁
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
光
沢
を
放
つ
。

生
か
さ
れ
し
八
十
余
年
を
い
と
お
し
む
初は
つ

東し
の

雲の
め

は
や
が
て
明
け
来
る

	

坂
井
　
キ
ヨ

【
選
評
】
人
生
へ
の
感
謝
、結
句
に
敬
虔
な
思
い
で
初
日
を
待
つ
作
者
が
浮
か
ん
で
来
る
。

舞
い
初
め
の
舞
台
の
上
を
滑
る
が
に
師
の
白
足
袋
の
眩
し
か
り
け
り

	

佐
藤
　
壯
子

【
選
評
】
師
の
所
作
の
「
眩
し
さ
」
に
新
春
の
清
々
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
。

新
年
は
我
が
人
生
の
九く

十じ
ゅ
う

七な
な

回か
い

畏か
し
こみ
除
夜
の
鐘
の
音
き
く

	

増
村
　
マ
キ

【
選
評
】
ご
高
齢
の
作
歌
に
感
服
。「
畏
み
」
に
人
生
の
重
み
が
自
然
に
入
っ
て
い
る
。

短
歌
「
新
春
雑
詠
」

阿
部
昌
彦
・
選

　市中央公民館が募集した「新春文芸」にたくさんご応募いただきありがとうございました。

　審査の結果、次の作品が入選となりました。

（入選者などの敬称は省略させていただき、作品には振り仮名をつけました。すべての応募作品

を載せた作品一覧表は各地区公民館にあります。また、市ホームページでもご覧いただけます）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●問い合わせ　中央公民館　☎53－2446
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特　
選

く
れ
な
ゐ
に
染
ま
る
航
跡
恵
方
道	

佐
藤
　
さ
き
子

【
選
評
】
あ
か
ね
色
の
空
と
海
。
勢
い
よ
く
進
む
船
の
航
跡
、
そ
の
行
手
は
恵
方
だ
。

佳　
作

掌て

に
受
け
し
六
花
融と

け
ゆ
く
生
命
線	

板
垣
　
丒
雄

【
選
評
】
舞
い
落
ち
る
雪
の
一
片
を
掌
に
受
け
る
。
生
命
線
に
沿
っ
て
消
え
る
。
長
寿
の

証
か
。

新
婚
の
受
胎
を
告
げ
し
御
慶
受
く	

大
滝
　
甲
子
郎

【
選
評
】
新
年
早
々
の
嬉
し
く
お
め
で
た
い
話
。
周
囲
も
明
る
く
な
る
。

人
口
の
一
人
と
し
て
の
雑
煮
か
な	

工
藤
　
チ
ト
ミ

【
選
評
】
世
は
人
口
減
少
。
わ
が
身
を
大
切
に
。

参
段
に
上
り
し
名
札
弓
始	

加
藤
　
修

【
選
評
】
三
段
に
昇
段
。
一
層
精
進
し
よ
う
。

俳
句
「
新
春
雑
詠
」

齋
藤
謙
歩
・
選

特　
選

酒
び
た
し
世
界
遺
産
と
噛
み
し
め
る	

菅
原
　
誠
二

【
選
評
】
和
食
が
無
形
文
化
遺
産
に
な
る
と
言
う
。
村
上
の
鮭
び
た
し
も
十
分
文
化
遺

産
の
値
打
ち
あ
り
と
噛
み
し
め
る
。

佳　
作

ご
存
命
元
気
な
証
あ
か
し

年
賀
状	

本
間
　
勝
喜

【
選
評
】
年
に
一
度
の
年
賀
状
を
頂
い
た
。
お
元
気
を
確
認
し
た
証
の
便
り
。

四
人
の
子
巣
立
っ
て
妻
と
屠と

蘇そ

の
膳ぜ
ん	

松
浦
　
昭
一

【
選
評
】
毎
年
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
て
来
た
お
正
月
も
子
等
が
巣
立
っ
て
今
年
は
二
人
だ

け
。
嬉
し
さ
の
中
に
一
抹
の
寂
し
さ
が
た
だ
よ
う
。

お
も
て
な
し
今
年
も
は
ず
む
お
年
玉	

渡
辺
　
則
子

【
選
評
】
流
行
語
の
「
お
も
て
な
し
」
を
使
っ
て
お
年
玉
を
や
り
取
り
す
る
祖
母
と
孫
た

ち
の
楽
し
い
様
子
が
浮
か
ん
で
来
る
。

正
月
の
我
が
家
の
和
食
☆ほ
し

五
つ	

花
井
　
玲
子

【
選
評
】
ネ
ッ
ト
や
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
お
正
月
の
ご
馳
走
も
お
ふ
く
ろ
の
味
の
前
で
は

脱
帽
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

川
柳
「
新
春
雑
詠
」

川
村
雄
一
・
選
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　59回目を迎えた今年の元旦マラソン大会には、1,554人が参加しました。早朝から風雨という悪天候の中、
参加者は、びしょぬれになりながらもゴール目指して疾走し、今年最初の心地よい汗をかきました。

第59回
村上市 元旦マラソン大会

大
会
結
果

　

申
込
書
の
住
所
が
市
内
の
入
賞
者
（
氏

名
上
の
数
字
は
順
位
）
を
部
門
ご
と
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
種
目
は
10
位

以
内
、
中
学
生
以
上
は
８
位
以
内
で
す
。

※�

３
㎞
男
子
30
歳
〜
49
歳
、
５
㎞
男
子
30

歳
〜
39
歳
に
つ
い
て
は
入
賞
者
が
い
な

か
っ
た
た
め
、
省
略
し
ま
し
た

１
㎞
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

　

１
４
１
組
参
加

２
㎞
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

　

99
組
参
加

２
㎞
男
子
小
学
生
低
学
年

　

４　

鈴
木　

理
夢
（
高
根
）

　

５　

玉
木　

涼
陽
（
宮
ノ
下
）

　

６　

小
田　

優
人
（
松
原
町
三
丁
目
）

　

８　

斎
藤　

瑠
希
（
岩
沢
）

　

10　

渡
辺　

蒼
人
（
山
居
町
一
丁
目
）

２
㎞
女
子
小
学
生
低
学
年

　

１　

中
山　

亜
李
璃
（
大
須
戸
）

　

２　

鈴
木　

瑚
子
（
高
根
）

　

５　

本
間　

心
陽
（
松
山
）

　

７　

近
藤　

瑠
海
（
金
屋
）

　

９　

山
﨑　

楓　

（
田
端
町
）

３
㎞
男
子
小
学
生
高
学
年

　

４　

中
山　

純
静
（
大
須
戸
）

　

７　

長
谷
川　

輝
（
松
原
町
四
丁
目
）

３
㎞
女
子
小
学
生
高
学
年

　

３　

髙
橋　

つ
ぐ
み
（
藤
沢
）

　

４　

佐
藤　

尚　

（
関
口
）

　

５　

永
田　

茉
紘
（
羽
黒
町
）

　

６　

丸
山　

美
幸
（
瀬
波
温
泉
二
丁
目
）

　

７　

近
藤　

陽
菜
（
金
屋
）

　

９　

松
山　

玲
奈
（
羽
黒
町
）

　

10　

佐
久
間　

穂
香
（
藤
沢
）

３
㎞
男
子
中
学
生

　

２　

桜
井　

隼
（
福
田
）

　

３　

板
垣　

陶
冶
（
羽
黒
町
）

　

４　

東
海
林　

悠
哉
（
飯
野
三
丁
目
）

　

６　

渡
邉　

翔
貴
（
山
居
町
一
丁
目
）

３
㎞
女
子
中
学
生

　

５　

近　

彩
乃
（
山
田
）

　

７　

倉
松　

奈
々
子
（
緑
町
一
丁
目
）

３
㎞
女
子
高
校
生
以
上

　

３　

山
口　

聖
奈
（
肴
町
）

　

４　

佐
藤　

桂
子
（
日
下
）

　

７　

野
口　

彩
佳
（
下
新
保
）

　

８　

三
須　

穂
乃
香
（
岩
船
上
町
）

３
㎞
男
子
50
歳
以
上

　

３　

山
田　

和
雄
（
坂
町
）

　

４　

新
井
田　

和
信
（
大
欠
）

　

６　

石
山　

德
吉
（
切
田
）

　

７　

吉
川　

一
美
（
中
原
）

５
㎞
男
子
中
学
生

　

２　

金
子　

拓
矢
（
佐
々
木
）

　

３　

金
子　

尚
矢
（
佐
々
木
）

　

７　

堀
田　

海
都
（
鍛
冶
町
）

　

８　

鈴
木　

明
晴
（
長
政
）

５
㎞
男
子
高
校
生
〜
29
歳

　

２　

山
田　

丈
（
坂
町
）

５
㎞
男
子
40
歳
〜
49
歳

　

６　

宇
鉄　

広
一
（
北
大
平
）

　

７　

鈴
木　

勇
一
（
上
片
町
）

５
㎞
男
子
50
歳
〜
59
歳

　

７　

鈴
木　

政
信
（
中
原
）

５
㎞
男
子
60
歳
以
上

　

３　

木
村　

晴
夫
（
瀬
波
中
町
）

　

５　

内
山　

武
夫
（
海
老
江
）

５
㎞
女
子
高
校
生
〜
39
歳

　

１　

佐
藤　

万
里
（
田
端
町
）

　

２　

山
脇　

悠
（
松
原
町
四
丁
目
）

　

３　

小
田　

恵
子
（
岩
船
上
浜
町
）

　

８　

髙
橋　

郁
子
（
大
場
沢
）

５
㎞
女
子
40
歳
以
上

　

２　

竹
内　

智
子
（
小
口
川
）

　

３　

鈴
木　

信
子
（
長
政
）

　

７　

渡
邉　
七
子
（
切
田
）

10
㎞
男
子
高
校
生
〜
29
歳

　

２　

平
山　

洋
亮
（
高
御
堂
）

　

４　

本
間　

寿
也
（
下
新
保
）

　

８　

舩
山　

拓
海
（
岩
船
中
新
町
）

10
㎞
男
子
30
歳
〜
39
歳

　

１　

立
花　

勝
（
瀬
波
温
泉
二
丁
目
）

10
㎞
男
子
40
歳
〜
49
歳

　

３　

佐
久
間　

隆
司
（
藤
沢
）

　

７　

須
貝　

学
（
大
津
）

10
㎞
男
子
50
歳
〜
59
歳

　

４　

　
藤　

正
幸
（
藤
沢
）

　

６　

長
谷
川　

伸
次
（
二
之
町
）

10
㎞
男
子
60
歳
以
上

　

８　

田
中　

克
幸
（
山
居
町
一
丁
目
）

10
㎞
女
子
高
校
生
〜
39
歳

　

３　

伊
藤　

由
紀
子
（
山
居
町
一
丁
目
）

　

７　

上
村　

か
な
え
（
松
原
町
一
丁
目
）

10
㎞
女
子
40
歳
以
上

　

４　

山
脇　

牧
子
（
松
原
町
四
丁
目
）
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　雪が降り始め積雪が多くなると、ひとり暮らしの高齢者などは外出しづら

くなり、家に閉じこもりがちになります。雪で足元が悪く、高齢者用の押し車

や電動カートなどが動けなくなるためです。

　特に高齢者だけの世帯では、冬場は日用品の買い物も困難になり、外に出て

近隣の人や友人と会う機会も減ることから、日ごろの生活の様子が分かりに

くくなります。

　現在、市内の高齢者のみの世帯は約5,900世帯あります。高齢者が、安心して
住み慣れた地域に住み続けることができるよう、町内や集落など地域の皆さ

んで、声かけやちょっとした除雪の援助などの温かな支援をお願いします。

　朝日地区の下新保区では、自治宝くじの助成金で

あるコミュニティ助成事業の助成を受けて、主に８

月の盆踊りなどで使う祭り用具を整備しました。

　区では、これらを有効に活用して、より活発なコ

ミュニティ活動を行っていきたいと考えています。

■コミュニティ助成事業とは・・・

　㈶自治総合センターが、自治宝くじの広報事業費

として受け入れている受託事業収入を財源に、コ

ミュニティの健全な発展を図るとともに、宝くじ

の普及広報を行うことを目的として、さまざまなコ

ミュニティ活動に助成を行うものです。

2月は「高齢者見守り強化月間」です

☞簡単な支援から
・ごみ出しなどの「ついでに」の協力が大きな支援につながります

・除雪車が通った後は、お互いさまの心で玄関など出入り口の除雪支援をお願いします

・配布物、回覧板などを届けるときは、声かけのチャンスです

・夕方、家の明かりが点いているかの確認もさりげない支援の一つです

・「風邪をひいていませんか」などとニッコリ笑顔で声をかけるだけでも大きな見守りです

　お近くの高齢者に何らかの異変を感じ、いつもと様子がおかしいなどと感じた場合には、ご連絡をお願い

します。

●問い合わせ　介護高齢課高齢福祉係　☎53－2111（内線367）

●問い合わせ　　自治振興課自治振興室　☎53－2111（内線331）
　　　　　　　　または各支所地域振興課自治振興室

整備した法被や太鼓など

宝くじの助成金で
祭り用具を整備
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まちなか循環バス＆村上駅前観光案内所

　市内外の大勢の人からご応募いただき、大変ありがとうございました。

　それぞれ300点を超える作品の中から、厳正なる審査を得て愛称が決定しま
したのでお知らせします。

まちなか循環バス

あべっ車
しゃ

　村上市地域公共交通活性化協議会での選考の結

果を得て決定しました。市内のお出かけに「あべっ

車」をぜひご利用ください。

■愛称の説明�　方言で「行こうよ」の意味。お出かけ
に気軽に使ってもらえるように付け

ました。

■応募者　斎
さい

藤
とう

　千
ち

恵
え

子
こ

さん（北中）

●問い合わせ

　自治振興課公共交通係

　☎53－2111（内線333）

村上駅前観光案内所

むらかみ　旅
たび
なび館

かん

　市内の観光団体で構成する「うまさぎっしり村

上」春のキャンペーン推進協議会での厳正なる審査

の結果を得て決定しました。

■愛称の説明�　村上駅前観光案内所が村上の旅の
拠点になってほしいと願い、村上市観

光協会のスマートフォン用アプリ「村

上旅なび」をもじり、愛称としました。

■応募者　茂
もて

木
き

　亜
あ

紀
き

さん（群馬県富岡市）

●問い合わせ

　商工観光課観光交流室

　☎53－2111（内線351・352）

愛称が決まりました

新潟県交通災害共済の会員募集について
　会員が、交通事故に遭われた場合に見舞金を支給する、県内全市町村で運営する県民相互救済の制度です。

　自転車での自損事故も見舞金の対象となります。

�加入できる人は�
　・県内の市町村に居住している人

　・県外に居住していても県内の家族と生計が同一である人

�会費や見舞金額�
　・会　　費　１人　年額500円
　・見舞金額　交通災害に遭われた場合、３万円〜150万円の見舞金が支給されます。
　　　　　　　（実際の治療日数が７日以上で請求できます）

�共済期間�
　平成26年４月１日から平成27年３月31日まで
　※４月以降に申し込んだ場合は、その翌日から平成27年３月31日までとなります
�申し込み方法�
　２月中旬にパンフレットと加入申込書を各世帯に配布します。加入を希望する場合は、加入申込書に必要

事項を記入の上、会費を添えて市内金融機関や町内会、市役所本庁または各支所の担当窓口でお申し込みく

ださい。

　※�配布時期や取りまとめ方法など、町内や集落によって異なる場合があります。詳しくは担当までお問い
合わせください

●問い合わせ　市役所本庁市民課生活人権室　☎53－2111（内線286）
　　　　　　　または各支所市民生活課市民生活室
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市
で
は
、平
成
23
年
に「
村
上
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」を
策
定
し
、温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

地
球
の
周
り
に
は
温
室
効
果
ガ
ス

が
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。
温
室
効
果

ガ
ス
に
は
熱
を
宇
宙
に
逃
が
さ
な
い

働
き
が
あ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
私
た

ち
は
温
か
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
と
は
、
本
来
は
必
要

な
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
す
ぎ
て
、

地
球
の
気
温
が
上
が
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

地
球
温
暖
化
と
は

　

温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
続
け
、
地

球
温
暖
化
が
進
む
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
が
現
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

気
温
の
上
昇
で
氷
河
や
南
極
の
氷

な
ど
が
溶
け
て
海
面
が
上
昇
し
、
海

岸
浸
食
や
水
没
な
ど
大
き
な
被
害
が

で
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
真
夏
日
の
熱
帯
夜
の
増

加
や
集
中
豪
雨
、
大
型
台
風
な
ど
近

年
の
異
常
気
象
な
ど
も
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
私
た

地
球
温
暖
化
の
影
響

ち
の
健
康
や
生
態
系
に
も
大
き
な
影

響
が
及
ぶ
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
は
今
も
な
お
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
大
部
分
は
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
で
す
。
石
油
や

石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
を
燃
や
す
こ

と
で
二
酸
化
炭
素
が
大
量
に
排
出
し

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
日
本
で
排
出
さ
れ

た
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
合
計
約
11

億
４
千
万
ト
ン
で
、
そ
の
う
ち
の

15
％
が
、
わ
た
し
た
ち
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

日
常
生
活
の
中
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
心
が
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

「
不
要
な
照
明
を
消
す
」、「
暖
房

の
温
度
設
定
を
下
げ
る
」、「
買
い
替

え
る
際
に
は
省
エ
ネ
機
器
を
選
ぶ
」

な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

●
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
７
５
）

拡
げ
よ
う
！

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
⑥

【
隔
月
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
】

◆◆トピックス◆◆

神林地区にメガソーラー発電所が誕生

　昨年の11月、神林工業団地内に市内で初めてのメ
ガソーラー（大規模太陽光）発電所が誕生しました。

　この発電所の発電出力は約１メガワットで、１

年間で一般家庭の約300件分の電気を発電しま
す。

　また、１年間の温室効果ガス削減量は約450ト
ンになります。
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お年寄りとのふれあい
12月20日㈮　金屋保育園

新年を祝う初釜茶会
１月10日㈮　神林農村環境改善センター

　金屋保育園児がデイサービスセンター「くろっかす」
を訪問し、歌や踊りを披露しました。演技が終わると
会場からは大きな拍手が送られ、園児は利用者の皆さ
ん一人ひとりと照れくさそうに握手を交わしていま
した。利用者の一人は「とても可愛らしかった。ぜひ、
また来てほしい」と話していました。

　神林地区長寿大学の茶道クラブ（石州流：佐藤美和
先生）が初釜茶会を開催。会員の晴れ着姿に会場は華
やかな雰囲気に包まれ、午の置き物や松の葉が飾られ
るなど、新年最初のお茶会を和やかに楽しみました。

荒
川
地
区
初
！「
街
コ
ン
」開
催

12
月
14
日
㈯　

荒
川
商
工
会
青
年
部

楽
し
も
う
絵
本
＆
お
て
て
絵
本

12
月
20
日
㈮　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

12
月
24
日
㈫　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
し
お
か
ぜ

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
あ
ら

か
わ
ね
る
と
ん
ナ
イ
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
20
〜
40
歳

代
の
男
女
約
50
人
が
、
素

敵
な
出
会
い
を
求
め
て
地

区
内
の
飲
食
店
に
繰
り
出

し
ま
し
た
。

　

後
日
、
気
に
入
っ
た
相

手
に
連
絡
先
な
ど
を
記
し

た
「
想
い
の
手
紙
」
が
事

務
局
を
通
し
て
渡
さ
れ
、

め
で
た
く
４
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　男女共同参画事業として、県内出身の絵
本作家サトシン氏の講演会が開催されまし
た。サトシン氏は、絵本を通した子ども達
とのふれあいや伝えたい思いを楽しく話し
ていました。会場にはお父さんの姿も多く、
男性の育児参加が広がっている様子がうか
がえました。

　

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
し
お
か
ぜ
」

と
「
山
北
は
ま
ゆ
り
学
童
保
育
所
」

の
合
同
で
開
催
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス

会
で
は
、
児
童
が
合
唱
や
方
言
を

使
っ
た
手
づ
く
り
の
紙
芝
居
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
元
気
に
な
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
お
歌
を
た
く
さ
ん

練
習
し
ま
し
た
」
と
話
す
さ
ん
ぽ
く

南
小
４
年
生
の
渡
辺
佳
穂
さ
ん
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
皆
さ
ん
も

「
孫
が
来
た
み
た
い
で
嬉
し
か
っ
た
」

と
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します。
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新春バレーボール大会
１月12日㈰　朝日総合体育館

火災ゼロを目指して
１月５日㈰　教育情報センター

初めてのどんどん焼き
１月13日（祝・月）　福田集落

　31回目となる新春バレーボール大会が開催されまし
た。市内外から13チームが参加し、選手たちは真冬の
寒さにも負けることなく熱戦を繰り広げました。
　大会は、３つのブロックに分かれて予選リーグを行
い、その成績により決勝トーナメントが行われました。
大会の結果は次のとおりです。

　優　勝　ＪＯＹ．ＺＯＬＯＦＴ
　準優勝　アンダーシンボ　〜ＵＭＡＳＵＫＥ〜
　第３位　ＲＩＳＥ
　　同　　Ｊ．ＺＯＬＯＦＴ

　消防団員など約120人が参加し「村上市消防出初式」
が行われました。訪れた市民が見守る中、消防団によ
るきびきびとした分列行進や消防車両パレードが行わ
れ、今年１年の安全を祈念しました。

　福田集落のどんどん焼きは、これまで各組ごとで行
われていましたが、今年から集落全体で一つになって
行うことになりました。今回が初めての取り組みでし
たが準備作業はスムーズに進行しました。午後３時の
点火には大勢の人が集まり、一年の息災と五穀豊穣を
祈念していました。

今
年
は
ス
キ
ー
場
で
無
病
息
災
と
豊
作
を
祈
願

１
月
13
日（
祝
・
月
）　

ぶ
ど
う
ス
キ
ー
場

新
春
の
腕
試
し
、囲
碁・将
棋
大
会

１
月
13
日（
祝
・
月
）　

神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

蒲
萄
集
落
公
民
館
主
催
に
よ
り
、

さ
い
の
神
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ

い
の
神
に
は
、「
火
に
あ
た
る
と
風

邪
を
ひ
か
な
い
」「
練
習
し
た
習
字

の
紙
を
燃
や
す
と
習
字
が
上
手
に

な
る
」
と
い
っ
た
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
蒲
萄
集
落
に
は
ユ
ズ

リ
ハ
な
ど
の
正
月
飾
り
を
焼
き
、

残
っ
た
枝
を
家
へ
持
ち
帰
っ
て
魔

除
け
と
し
て
玄
関
に
飾
る
風
習
も

続
い
て
お
り
、
参
加
し
た
集
落
の

人
た
ち
は
、
灰
の
中
か
ら
枝
を
見

つ
け
出
し
て
大
切
に
持
ち
帰
っ
て

い
ま
し
た
。

　

神
林
地
区
公
民
館
主
催
の
新
春
囲

碁
・
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
、
腕
自

慢
の
参
加
者
30
人
が
激
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
顔
な
じ
み
の
対
戦
あ
り
、

初
対
戦
も
あ
り
、
会
場
内
は
一
手
一

手
に
集
中
し
た
緊
張
感
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

囲
碁
の
部

　
　

優
勝　

島
田　

健
さ
ん

　

（
山
居
町
二
丁
目
）

　

将
棋
の
部

　
　

優
勝　

竹
中　

勝
男
さ
ん

　

（
名
割
）
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～健康むらかみ21計画だより～

けん こう

●問い合わせ
　保健医療課健康支援室　☎53－2111（内線261〜266）

「気づく」ということ
─特別インタビュー─

　
皆
さ
ん
は
、
食
事
制
限
な
ど
で
が
ん
ば
っ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た
後
、

リ
バ
ウ
ン
ド
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、そ
の
よ
う
な
こ
と
を
軽
減
し
、ご
自
身
の
身
体
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の「
か
ら
だ
点
検
教
室
」を
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、こ
の
教
室
に
参
加
し
た
板
垣
清
一
さ
ん
か
ら
、お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

─「
か
ら
だ
点
検
教
室
」に
参
加
し
た

き
っ
か
け
は

　

今
ま
で
は
生
活
習
慣
な
ど
を
変
え

る
気
持
ち
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
に

な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。「
保

健
師
さ
ん
か
ら
手
紙
を
も
ら
っ
た
か

ら
、
参
加
し
な
い
と
悪
い
。」
と
い

う
気
持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
。

─「
こ
れ
な
ら
で
き
そ
う
」と
始
め
て

み
た
こ
と
は

①
猟
に
行
く
と
き
、缶
ジ
ュ
ー
ス（
２

〜
３
本
）
を
水
や
お
茶
に
。

②
家
の
中
で
、
お
菓
子
類
は
目
の
つ

く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

③
み
か
ん
や
柿
な
ど
の
果
物
は
、
１

回
３
個
を
１
個
に
。（
１
日
９
個

→
３
個
）

④
自
分
の
ご
飯
の
量
を
測
っ
て
食
べ

る
。（
４
０
０
㌘
→
２
３
０
㌘
）

　

こ
の
よ
う
に
食
事
を
制
限
し
た
ら

体
重
が
減
り
ま
し
た
。
こ
の
４
つ
は

現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
は
「
自
分
の
ツ
マ
ミ
は
自
分
で

作
る
」
時
代
で
す
が
、
私
た
ち
の
世

代
は
妻
が
食
事
の
支
度
を
し
て
く
れ

ま
す
。
教
室
へ
の
参
加
に
は
も
ち
ろ

ん
妻
の
協
力
も
あ
り
ま
し
た
が
、
食

事
の
準
備
は
妻
が
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
妻
に
も
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い

と
参
加
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
快
く
引

き
受
け
て
く
れ
て
今
年
度
か
ら
教
室

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
知
人
に
も
紹
介
し
た

ら
、
そ
の
人
も
今
で
は
夫
婦
で
参
加

さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
私
も
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

─
最
後
に
、
板
垣
さ
ん
か
ら
教
室
に

参
加
し
た
こ
と
の
な
い
み
な
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

食
に
関
す
る
意
識
や
知
識
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
ら
か

に
太
る
生
活
（
原
因
）
を
排
除
す
れ

ば
、
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
ま
で
体
重

を
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
体

験
し
ま
し
た
。
昨
年
、
特
定
保
健
指

導
対
象
か
ら
外
れ
た
と
き
は
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

現
在
、
自
分
は
治
療
し
て
い
る
病

気
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
な
う
ち

に
健
康
に
関
す
る
さ
ま
ざ
な
お
話
を

聞
い
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
始
め
は
、
た
だ
聞
く
だ
け
で

い
い
で
す
か
ら「
か
ら
だ
点
検
教
室
」

に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
聞
い

た
こ
と
の
な
い
こ
と
が
聞
け
ま
す
か

ら
。

◆

　

板
垣
さ
ん
は
、
特
定
健
診
を
受

け
、自
分
の
身
体
の
状
態
を
「
知
り
」、

そ
こ
か
ら
生
活
改
善
の
必
要
性
に

「
気
づ
き
」、
そ
し
て
実
践
継
続
し
た

た
め
、
う
れ
し
い
結
果
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
が
増
え
る

こ
と
こ
そ
私
た
ち
保
健
師
の
願
い
で

あ
り
、
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
気
づ
く
」
た
め
に
ま

ず
は
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

板垣　清一　さん（72）
朝日地区荒沢　在住

教室に参加してから自分の身体

の状態に気づき、生活改善を実

践。現在も継続している
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セラバンドを使って、楽しくラクラク運動

包括支援センターだより

　今回はセラバンドを使った運動を紹介します。

　セラバンドとは、ゴム素材のもので色によって負荷量が異なります。

　セラバンドを使う際は、勢いをつけて伸ばしたり、戻したりしないよう

注意しましょう。
と　き　２月20日㈭
　　　　午後１時30分〜３時30分
ところ　市役所５階第５会議室

対象者　市内在住の介護者

申し込み　�２月19日㈬までにご連
絡ください。

介護者のつどい

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線366）

１　腕を伸ばす

３　足の開脚

２　足上げの運動

４　ひざの曲げ伸ばし

　肩幅くらいに
セラバンドを持
ち、ゆっくり腕を
左右に開きます。
背中を伸ばし、肩
甲骨同士をくっ
つけるイメージ
で行いましょう。

　セラバンドを
両ひざの上の部
分で巻きます。
�ゆっくり足を開
きます。閉じると
きもゆっくり行い
ましょう。

　セラバンドを両ひざの上
の部分で巻きます。片足ず
つ交互に足上げの運動をし
ましょう。

　セラバンドを片足
にかけ、ひざの曲げ伸
ばし運動をします。手
の位置は変えず、膝は
伸ばしきらないよう
にしましょう。

平成25年災害件数（毎月更新）

災害種別 12月
12月末までの累計
本年 昨年

火災 １件 20件 30件

救急 218件 2,451件 2,404件

救助 ２件 43件 49件

その他の災害 20件 309件 206件
※�その他の災害は「警戒」「調査」「水防」「その他（土砂災
害・漏油事故）」「ポンプ車の救急出動」など

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部　

☎
53
‐
０
１
１
９

こ
ち
ら
１
１
９

平
成
25
年
　
市
内
に
お
け
る
火
災
な
ど
の
発
生
状
況

　

平
成
25
年
中
の
市
内
の
火
災
発
生
件
数
は
20
件
で
、
前
年
よ
り
10
件
減
少
し

ま
し
た
。
火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
13
件
、
林
野
火
災
１
件
、
車
両
火
災
３
件
、

そ
の
他
火
災
３
件
で
、
地
区
別
で
は
、
村
上
地
区
８
件
、
荒
川
地
区
５
件
、
神

林
地
区
２
件
、
朝
日
地
区
４
件
、
山
北
地
区
１
件
で
す
。

　

救
急
出
動
件
数
は
２
４
５
１
件
で
、
前
年
よ
り
47
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
主

な
内
訳
は
、
急
病
１
５
５
６
件
、
一
般
負
傷
３
２
４
件
、
交
通
事
故
１
５
５
件

な
ど
で
す
。
特
に
高
齢
者
の
搬
送
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

救
助
出
動
件
数
は
43
件
で
、
交
通
事
故
22
件
、
水
難
事
故
６
件
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
で
発
生
し
た
事
故
な
ど
に
よ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
件
数
は

13
件
で
し
た
。

　

火
災
の
発
生
が
大
幅
に
減
少
し
た
要
因
と
し
て
、
消
防
団
な
ど
に
よ
る
予
防

広
報
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
火
災
予
防
へ
の
心
掛
け
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
続
き
、
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
し
ま
す
。
引
き
続

き
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆　一
いち

私
わたくししょうせつか

小説書きの日
にちじょう

乗�憤怒の章（西
にしむら

村賢
け ん た

太）

◆　GOSICK-RED-　（桜
さくらば

庭一
か ず き

樹）

◆　雪月花黙示録（恩
お ん だ

田陸
りく

）

◆　名無しの蝶は、まだ酔わない（森
もり

晶
あきまろ

麿）

◆　ジョン・マン（4）青雲編（山
やまもと

本一
いちりき

力）

◆　歴史の温もり（安
やすおか

岡章
しょうたろう

太郎）

◆　大江戸恐龍伝　第4巻（夢
ゆめまくら

枕獏
ばく

）

◆　ぼくは戦争は大きらい（やなせたかし）

◆　夢のなかの魚屋の地図（井
いのうえ

上荒
あ れ の

野）

◆　ベニシアの庭づくり（ベニシア・スタンリー・スミス）

◆　ボブという名のストリート・キャット（ジェームズ・ボーエン）

◆　人生はドンマイドンマイ（美
み わ

輪明
あきひろ

宏）

◆　ゼロ戦と日本刀（百
ひゃくた

田尚
な お き

樹）

◆　パソコン入門5冊分!（飯
いいじま

島弘
ひろ

文
ふみ

）

◆　シルバー川柳�一期一会編（みやぎシルバーネット編）
◆　脱ネット・スマホ中毒（遠

えんどう

藤美
み き

季）

◆　お金をかけずに売上３倍!コメントPOP活用術�（田
た な か

中博
ひ ろ こ

子）

○　ほんとうのおにごっこ（堀
ほりうち

内誠
せいいち

一）

○　ハートにプライド!卓
たっきゅうぶ

球部（横
よこさわ

沢彰
あきら

）

○　かいけつゾロリのまほうのランプ〜ッ（原
はら

ゆたか）

○　まてまてももんちゃん（とよたかずひこ）

○　ミッフィーとマティスさん（菊
き く ち

地敦
あ つ き

己）

雑誌付録プレゼントのお知らせ
　中央図書館にある雑誌の付録を、抽選で40人にプレゼントします。
▼応募期間　　２月１日㈯～28日㈮
▼応募方法　　�『図書館通信２月号』の裏面にある応募用紙に必要事項を記入の上、市内各図書館（室）または移動

図書館車へ提出してください。
　　　　　　　（応募用紙は、図書館のホームページからもダウンロードできます。）
▼発　　表　　３月中旬以降に、ご本人に連絡いたします。
▼そ の 他　　①応募は、図書館利用者カードを持っている人で、一人につき１点とします。
　　　　　　　　複数応募した場合はすべて無効といたします。
　　　　　　　②�対象品は、『図書館通信２月号』に掲載していますのでご覧ください。また中央図書館内に実物

を展示します。
　　　　　　　③応募により預かった個人情報は、ご本人への連絡のみに使用し、連絡後は廃棄します。

　活発で何にでも興味を持って

挑戦する元気な子です。

　今は一生懸命歩く練習をして

いて、３メートルくらい歩ける

ようになりました。家の周りに

小さな子どもが少ないので、近

所のお年寄りからもかわいがっ

てもらっています。

　この子がいるだけで、みんな

が笑顔になれる、家族の宝物の

ような存在です。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

今回は、
山北地区です

わが家

宝

の

◆中央図書館２月の休館日◆
月曜日　　３日、10日、17日、24日
第２金曜日（館内整理日）　14日
蔵書点検（特別整理期間）　18日㈫～21日㈮
※中央図書館の開館時間
　　火曜〜金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

伊
藤　

美よ
し

夏か

さ
ん　

〔
浜
新
保
〕

　
　
　

希の

姫あ

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

◆…一般書　○…児童書
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※12月11日から１月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口31,406人（△46）　34,112人（△33）　�計65,518人（△79）　    22,968世帯（±０）

村上地区
菅　井　キクヨ	 98	 肴町
小 倉 リ キ	 94	 羽黒口
中 澤 ツ ギ	 89	 三之町
近 藤 　 健	 79	 小国町
青 山 　 博	 61	 西興屋
青　山　忠次郎	 96	 二之町
佐 藤 　 敬	 97	 石原
鈴　木　百合子	 87	 岩船下浜町
佐 藤 郁 子	 94	 片町
山　口　喜代子	 92	 新町
山 口 隆 次	 82	 石原
益 田 三 男	 77	 小町
相 馬 嘉 生	 76	 岩船北浜町
小野寺　繁　重	 64	 塩町
益 田 ハ ナ	 99	 瀬波上町
小 竹 市 夫	 92	 杉原
原 嘉 吉	 91	 野潟

　野　ミノヱ	 84	 吉浦
木 村 春 子	 94	 杉原
渡　邉　スエノ	 98	 肴町
丸　山　トクヨ	 84	 岩船岸見寺町
菅　原　 美子	 76	 岩船新田町
本 間 　 桂	 88	 羽黒町
中　村　清三郎	 90	 二之町
鈴　木　門治郎	 84	 岩船横新町
島 田 キ ヨ	 95	 小国町
加 藤 照 子	 79	 瀬波上町
細　野　千代治	 95	 八日市
阿 部 　 忠	 81	 飯野三丁目
横 山 祥 子	 62	 瀬波新田町
丸 山 信 悟	 61	 緑町四丁目
佐　藤　ヨキヱ	 91	 野潟
大　越　キヨノ	 95	 浜新田

村上地区
惹結（ひゆ）	 小 田 健 生	 岩船三日市
愛珠（あず）	 室 橋 　 修	 塩町
之丞（りゅうのすけ）	 伴 田 好 範	 岩船中新町
みなと	 富 樫 　 至	 南町二丁目
結斗（ゆいと）	 森 山 圭 一	 山居町一丁目
沙良（さら）	 志 賀 将 人	 瀬波上町
知忠（ともただ）	 宮 尾 佳 明	 上片町
綾音（あやね）	 櫻 田 優 希	 四日市
（あおい）	 木 花 三 喜	 二之町
逞人（たくと）	 本 間 博 行	 浜新田
聖奈（せな）	 長谷川　達　也	 岩船縦新町
寧音（ねね）	 加 治 喜 晃	 八日市
凛（りん）	 平 田 健 太	 大欠

荒川地区
愛麗（あいら）	 長 嶋 朋 昌	 坂町
結（ゆい）	 遠 山 　 充	 金屋
怜（れい）	 坂 井 亮 一	 切田
歩来（りく）	 磯 田 伸 人	 下鍜冶屋
璃々佳（りりか）	 佐 藤 博 之	 梨木

神林地区
望愛（のあ）	 小 田 裕 也	 飯岡
美鶴（みつる）	 田 中 武 尊	 福田
侑那（ゆきな）	 遠 山 　 健	 宿田
星奈（せな）	 田 中 　 亨	 福田

朝日地区
夢叶（ゆいと）	 板 垣 敏 幸	 塩野町
晴輝（はるき）	 佐 藤 和 春	 石住

山北地区
陽菜（ひな）	 板 垣 忠 道	 中継
常陽（ときはる）	 増 子 正 臣	 府屋学校町
優衣（ゆい）	 佐 藤 優 紀	 伊呉野
隼空（はく）	 富 樫 郁 也	 寝屋

朝日地区
小 田 公 一	 69	 下新保
山 邊 　 豊	 67	 古渡路
宇 鉃 米 子	 84	 北大平
佐　藤　マツイ	 74	 朝日中野
田 村 ハ ル	 97	 千縄
遠 山 春 三	 92	 高根
小　池　チトセ	 80	 瑞雲
本 間 春 喜	 80	 下新保
中山　彌右エ門	 86	 大須戸
中 山 和 彦	 60	 大須戸
海 沼 チ ヨ	 90	 北大平
島 田 敏 雄	 75	 下新保
安　堵　キヨ子	 86	 蒲萄
大 田 キ ミ	 97	 黒田
藤 𠩤 キ ミ	 93	 小川
大 滝 カ ネ	 95	 宮ノ下
藤 　 	 81	 黒田

山北地区
平 方 朝 美	 92	 岩石
佐 藤 イ ミ	 82	 小俣
富　樫　政一郎	 88	 荒川
大 滝 ミ イ	 92	 北中
平　方　サイ子	 87	 岩石
佐　藤　オユキ	 90	 大毎
板　垣　久美雄	 67	 碁石
佐　藤　ヨキエ	 91	 中浜
大 滝 　 	 64	 堀ノ内

五十嵐　マサヨ	 85	 山居町二丁目
長　濱　ミツ子	 86	 細工町

荒川地区
長谷部　イ　ワ	 98	 荒島
遠 山 鉄 一	 86	 下鍜冶屋
駒 沢 昭 夫	 81	 藤沢
中 原 典 子	 59	 上鍜冶屋
水 橋 正 藏	 66	 羽ヶ榎
井 上 ム ツ	 95	 春木山
後 藤 良 慧	 87	 春木山
石　山　ミツエ	 97	 切田
佐 藤 イ ネ	 79	 大津
　藤　秀八郎	 94	 羽ヶ榎
近 藤 公 生	 77	 藤沢
嵐 　 ト ミ	 81	 貝附

神林地区
登　坂　巳代治	 84	 九日市
田 中 コ ヱ	 95	 牧目
小 池 髙 市	 89	 塩谷
櫻 井 ハ ル	 94	 福田
鈴 木 洋 二	 79	 平林
山 本 宗 彦	 84	 平林
小 池 ス ミ	 86	 葛籠山
岸 　 勝 元	 81	 牧目
北 村 祐 円	 90	 牧目
本 間 和 子	 86	 小出
近 　 　 貢	 81	 山田

人口と世帯数（１月1日現在） 
（　　）内は前月比
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今月の表紙編集後記
u小正月も過ぎ、今年も早くも１か月が

経ちました。厳しい寒さが続いています

が、今年はとてもうれしいニュースが飛

び込んできました。それはスノーボード

男子ハーフパイプで、村上第一中学校３

年生の平野歩夢さんが、ソチ冬季五輪に

出場という快挙を成し遂げたことです。�

u平野選手の競技予定日は日本時間の２

月11日の夜で、テレビ放送されるそうで

す。皆さん、その日は、平野選手がメダル

を獲得できるよう、応援しましょう。「平

野選手、ガンバレ！」か○

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

市の木・花・鳥（平成23年１月20日制定）

　２シーズンぶりに営業を開始した市営ぶどうスキー

場。多くの家族連れや若者たちが訪れ、スキーやスノー

ボードを楽しんでいます。

　休日には楽しいイベントも用意していますので、足を

運んでみてはいかがでしょうか。

　

今
回
は
荒
川
地
区
の
「
株
式
会
社　

長
谷
川
電
気
工
業
所
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

長
谷
川
電
気
工
業
所
さ
ん
は
、
電
気
や
空
調
、
水
道
施
設
な
ど
の
企
画
・
設
計
・
施

工
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
で
、
自
社
開
発
し
た
「
空
調
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
」
を
広
め
、
販
路
を
拡
大
す
る
た
め
「
産
業
見
本
市
等
出
展
事
業
」
の

認
定
を
受
け
、
東
京
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
産
業
見
本
市
に
出
展
し
ま
し
た
。
見
本
市
で

は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
パ
ネ
ル
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
活
用
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に
取
り
組
み
始
め
た
こ
ろ
は
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
関
心
が
世
間
で
は
ま
だ
低
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
近
年
の
災
害
の
影

響
か
ら
関
心
が
高
ま
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
代
理
店
と
な
っ
て
く
れ
る
事
業
所
が
増
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
海
外
か
ら
も
関
心
が
高
く
、
見
本
市
に
訪
れ
た
中
国
の
事
業
所
と
も
お
付
き

合
い
が
始
ま
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
事
業
所
の
従
業
員
を
技
術
研
修
生
と
し

て
受
け
入
れ
て
交
流
を
深
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

長
谷
川
社
長
は
、「
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
に
も
代
理
店
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
新
た
に
開
発
し
た
商
品
も
広
め
て
い
き
た
い
。」
と
、
海
外
へ
の
販
路
拡
大
を

視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

海
外
も
視
野
に
入
れ
て

　市が実施している「産業等の活性
化支援補助」を活用した事業者の取り
組みとその内容を紹介します。
※平成26年度の募集は終了しました

●問い合わせ　商工観光課商工振興係　☎53－2111（内線353）

事業所外観

海外にも販路拡大をしていきたいと
話す長谷川社長

産業元気NEWSむらかみ


